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Ⅰ．はじめに
　前稿（1）では，山舟生との出会い，シンボル
となる場所，地域特性，地域づくりの流れについ
て整理した。その中で，同地区は伊達市内でも「地
域力」の高い地区と認識されて一目置かれており，
その背景には30余年にわたる「村づくり推進協議
会」の歴史があること，その実績の上に市内最初
の「自治振興会」の成立に至ったことを述べた。
本ゼミのかかわりは，まさに自治振興会の初年度
のことであった。
　このような山舟生の「地域力」は何に由来する
のだろうか。その源泉として注目されるのは，隣
接３旧村の鎮守だった羽山神社とその秋の例大祭
「山車祭り」の存在である。山舟生の山車祭りは
2002年に「うつくしま祭り50選」に選ばれ，2009
年に福島商工会議所等主催の「山車フェスタ」に
招待され，地域外からも知られるようになってき
た。また，羽山神社の氏子組織と一体となってい
る近隣自治組織はどのようなものであろうか。
　本稿では，まず次章において近隣自治組織（区，
町内会）の運営状況と問題点，地域資源について，
2015年８月と16年９月に行なった町内会長と自治
振興会での調査結果を報告する。次いでⅢ章では，
羽山神社と山車祭りの運営について，『梁川町史』
に記述されている山車祭りの要点を整理し，それ
をふまえて氏子総代へのヒアリング（2015年９月，
2016年８月）および山車祭りの観察（2015年11月，
2016年11月），自治振興会事務局での補充調査に
よって，祭りの運営方法の伝統とその変化，課題
について整理する。以上をふまえて，山舟生の「地
域の力」の源泉としての近隣自治活動と山車祭り
の意義についてⅣ章で考察する。
Ⅱ．近隣自治組織　
　１．町内会の仕組みと行事
　１）行政区と町内会
　山舟生には，明治25年に村議会で決められ，大
正４年に一部変更して以来の12の行政区（図１）
があり★1，これが近隣自治組織の役割を果たして
きた。区には羽山神社のある南東端の集落から順
に番号が付されている。区は家の地縁的まとまり
「集落」とも概ね対応している。他方で，近年の
戸数減少により，戸数の少ない区は隣接区と合同
で自治組織を構成するようになり，区とは別に「町
内会」と称するようになっている。調査を行った
2015・16年度は，４・５区，７・８区がそれぞれ
１町内会を構成しており，町内会の数は計10で
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あったが，2017年度から１・２区も合同して町内
会は９つになった。以下の現地調査結果の整理は
2016年の10町内会による。
　現地での地域呼称には，区と町内会のほかに本
来の集落や字名，そして別章で述べる羽山祭り時
に山車を出す７方部の氏子の青年組織の名称も用
いられる（表１）。どれがどれに対応するのか，
当初は混乱することが多かった。
　２）戸数と世帯状況
　各町内の戸数，高齢世帯，空き家件数は表２の
通りである。「高齢者のみの世帯」は北東端の７・
８区に12戸が集まるほか，中心部の６区でも８戸
ある。「空き家」の件数は，保原市街地に移り住
んでたまに戻るケースも含めて，各区で３～６件
ほどで，地区中心部から遠く標高も高い南東端の
１・２区と北東端の７・８区に目立つ。僻遠の「限
界集落」と比べれば危機的状況とはみられないが，
日中は働き手の多くは外に出ており，山舟生地区
内は閑散としている。
　３）役員
　役員の構成は，会長，副会長，幹事，班長（連
絡員）などであり，町内会の戸数規模や家の分散
状況によって異なる。町内会長は，輪番制で順番
が決まっている場合と話し合いで決める町内があ
り，任期も１年と２年の町内がある。また，会長
には副会長を経験した後に移行するようにしてい
る町内が多い。
　また，合区した町内会では，区や集落を「班」
として，班長や連絡員を置いて情報伝達網とする
体制をとる例もみられる。そのほか，自治振興会
の各部会や行事に対して求められた人員を選出す
る。
　４）事業・財政
　町内会長は毎年事業計画を作成して市に提出す
る。その種類はある町内会の資料によれば，表３
のようである。また町内会は，山舟生自治振興会
や各種団体，すなわち社教，防犯交通安全，育成
会，和田山財産区（農林組合），農事組合などの
各種団体に委員を出す母体になっている。
　町内会の財源は，町内会費，市からの補助「行
政区活動交付金」，納税貯蓄組合の奨励金の繰り
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表１　区と町内会，字，方部青年会の対応（2016）
『梁川町史』10巻（pp.928，952，953）より作成。
１，２区は2017年度から合同の町内会を形成。
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表２　戸数と世帯状況
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表３　町内会の仕事と財政
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表４　町内会の行事，集まり
＊町内会長・区長ヒアリングによる。
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入れ金である。町内会費の年額は，各町内の歴史
的経緯もあって2,000円から7,500円まで開きが大
きい★2。
　５）行事・集まり
・年間のながれ … 各区で聞き取られた主な行事
は表４のように整理できる。分担しての聞き取り
のため情報に粗密があるが，年間行事はどの区も
同様のようで，１月の新年会，３･４月に総会を
開いて役員や年間行事を決め，５月に社堂の清掃
と花見，そして秋は芋煮会で親睦を深める。
・独自活動 … このほか自主的な集まりや活動も
多い。３区では毎朝８時半から４kmを歩く「散
歩」が恒例になっており，10，11，12区では花桃
を300mの道路脇に50本植えて「おもてなしロー
ド」とする取り組み実施中であるほか，高齢者の
元気クラブ，子供会，創作芸能「笠踊り」の練習
が合同で行なわれる。また後継者世代の「山遊会」
が組織されて，地域行事の主要な担い手となり，
HPも開設している。
・山舟生全体の行事 … 町内行事とともに，山舟
生全体の行事として，４月の羽山山開き，７月の
あじさい祭りと「ペットボタル」，８月の盆踊り，
９月の敬老会，10月の小学校と合同の大運動会，
そして11月の山車祭りがあり，他に地区グラウン
ドの草刈りや川の清掃もある。町内会からはこれ
らの行事に自治振興会から要請された人員を出し
て協力する。自治振興会の各種部会にも人員を選
出する。
・サロン … これは伊達市の社協が補助金を支給
して推進している近隣交流活動で，山舟生では高
齢者のサロンが2008年に２グループ（町内会）で
始まり，その後2011年度までに６グループに増え
て，それぞれ月例で集まりを開いている。活動内
容は，折り紙などの手芸，体操，保健師を招いて
の血圧測定や健康相談が行われる。平日の日中に
設定されることもあって女性が中心で，男性の参
加は僅少という。
　６）信仰行事
・お堂の祭事 … 山舟生では，数戸の創価学会員
の家を除いて，大半が羽山神社の氏子で，その行
事の詳細は次章で述べる。そのほか，集落ごとに
社やお堂のほか，屋敷には氏神の祠がある。その
守護する区，町内，方部ごとに，春秋の祭日に祭
事や境内・お宮の清掃が行われる。３区と４区で
のヒアリングでは，５月に集落のお堂の祭りがあ
り，当日は道路や境内の清掃を行った後，信者以
外の家も少数あるため祭事は短時間ですませて，
花見を兼ねた飲み会に移行する。
・講 … 山の神講，拝み講，念仏講，羽山講など
があり，信仰の形を借りて住民の交流と親睦の場
となってきた。集まる範囲は，区，町内，方部な
どの近隣の範囲が多い。往時と比べて頻度が減っ
た講や，行われなくなった講も多いが，今も回数
を年１・２回に減らしながらも存続して，女性や
高齢者の交流の場となっている。ある区長によれ
ば，1970年頃は盛大で，毎月なにかの講があり，
当時は外に出て飲む機会もなかったため，女性の
みならず，世帯主や後継者世代にとっても開催が
楽しみだったという。「講」は元来，集落の代表
者がまとまって参拝に行き，その教えを持ち帰っ
てみなに伝えるものだったが，自家用車が普及し
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て個人でどこへでも行けるようになり，講の役割
もなくなった。
　これらの各種の集まりにより，集会所は毎週何
かに使用されている状況で，使用頻度は高い。こ
のほか，小人数の集まりは近隣の家を使用する。
　７）環境資源と人物
　各区の特徴的な環境資源と人物を紹介しても
らったところ，表５のようにまとめられた。思い
がけない技術者や財界人の名もあげられたが，多
かったのは，山，鉱泉，花，樹木，山菜，繭工芸，
猟友会員など，山村ならではの場所，事物，技能
であった。
　８）問題点
・放射能の影響 … 各区で真っ先にあげられたの
が，原発事故後に狩猟禁止になって急増したイノ
シシによる田畑への被害と，山菜・キノコ類が残
留放射能の影響で未だに採れないことである。イ
ノシシ問題は，自治振興会や自治体レベルで，電
流柵の設置や，捕獲したイノシシの買い上げなど
の対策がとられている。
・担い手 … 最も危機感をもたれているのは，行
事の担い手である。特に，地域を代表する羽山祭
りの「山車」については，近い将来，作り手がな
くなることがどの町内会でも懸念されていた。通
勤兼業や他出して地域とのかかわりが薄くなった
次世代にいかに継承するかは，近い将来の大きな
課題である。
　２．日面集落ミーティング　
　１）集落の概況
　2015年９月に行った実地調査の３日目の午後，
９区の日面集落にある集会所で，集落の現状と課
題をめぐる地元の方々との懇談会に臨んだ。日面
は自治振興会事務局から１kmほど東，和田山の
麓に位置する。集落全体が傾斜地にかかり，地形
図の記号では桑園が多いが，今はカキの木が目立
つ。９区には日面のほか，和田山，蓼沼，屏風作
などの字があり，戸数36戸で，八巻姓の家が多数
を占める。
　1970年代，この集会所に成城大学の学生たちが
宿泊して民俗調査が行われた。その報告書（成城
大学民俗学研究会，1979）に掲載された1972年１
月と，2010・15年の国勢調査との年齢構成★3を比
べると，少子高齢化が明らかである（図２）。震
災前後の2010・15年を比べても若い世代の減少が
目立つ。それでも65歳以上の割合（38.7％：2015
年）は，山舟生全体の数値より１ポイントほど低
い。
　次に農業集落カードで農業の変遷を確認すると
（表６），1990年代に販売農家の減少，兼業機会
の減少があったこと，主な販売部門が養蚕から果
樹と野菜に変わったことが分かる。
　これらを予備知識として，懇談会での質疑と意
見交換を行った。集まった方は12人で，平日の昼
下がりでも在宅している自治振興会の副会長を務
める女性，その夫で太鼓や和紙伝承も行っている
地域リーダーの男性，主婦１人，高齢男性９人の
計12名である（写真１）。以下に懇談の骨子を紹
介する。
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表５　各区の環境資源と人物
図２　９区の年齢構造の変化
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　２）基本的質問
Q：日面の生業は？ … A：昭和30年代まで障子
紙の産地。その後は養蚕とあんぽ柿が主になり，
春夏養蚕，秋冬があんぽ柿。東京に働きに出たこ
とも。養蚕衰退後はインゲンとサヤエンドウなど
の蔬菜を導入。キュウリは手間が大変。
Q：後継者世代は一緒に住んでいるの？ … A：
半分くらいの家では一緒に住んでいる。でもその
子供は住んでいはいない。小学生が減って再来年
から０になるので，小学校の維持も限界。中高校
生の通学は親に送ってもらうのが多い。
Q：集まる機会は？ … A：区の役員会（毎月）,
草刈り後の懇親会，祭りの前夜，総会，球技大会。
拝み講，薬師講２回，古峰ヶ原講，念仏講，山の
神講（女性，安産の神），カラオケ大会など。集
会所の使用頻度は高い。メンバーは大体同じ。最
大行事は羽山祭りの山車の制作期間の１ケ月で，
飾り花づくりから始まる。集会所１階の作業ス
ペースで実施。太鼓打ちの練習もあり，かなりの
頻度で集まる。
Q：問題点は？ … A：若い人がいないこと。仕
事に出ているので参加は難しいし，「自分はまだ
若いから」ということで敬遠する。将来は高校生
や大学生に頼まないと山車祭りはできなくなるだ
ろう。
　３）集落リーダーの夢：林野資源と伝統文化
　懇談の中盤では，これまで和紙の復活や伝統芸
能の記録映像の制作に取り組んできた集落リー
ダーから，日頃の考えが披瀝された。ここではそ
の発言を箇条書きで記録する。
・問題は，意見は言ってもそれをどう具体化する
か，誰がやるかが分からないこと。集落に若い人
は結構いるが，お祭りにもなかなか参加しない。
昔はみな農家だったが，今はめいめいが自立して
いるから。若い世代には「知的な刺激」を与える
ことが必要。それを大学にお願いしたい。
・自分は歳なので，ここに何を残したいか考えて，
「景観と環境」でやろうと思った。息子もどこに
住むかわからないし農地をほしいという人もいな
い。そこで「森づくり」を考え，去年，多面的交
付金★4を活用してけやきを植えた。けやきの森を
作る。
・片道５時間かけて十日町（越後妻有）の野外芸
術祭をみてきた。芸術家の作品がいっぱいあった。
会場の広がりが30kmもある。ただ山が気になっ
た。奥はブナ林だが，民家の回りは杉で真っ暗。杉，
檜を植えると家周りが暗くて，気持ちまで暗くな
る。だから落葉樹がよい。
・けやきの次は桜。じいちゃんたちが和田山の沼
のところに桜を植えたが，病害虫に弱い。そこで
ソメイヨシノと同時期に咲く桜を探し回ったら，
和田山にあった。病気もついてない。今年の春，
種をとって植えたので，来春芽が出たら多面的交
付金を使って増やし，３・４年後には桜の山にし
たい。
・和田山は荒れ果てた桑園の面積がすごい。これ
をなんとか活用できないか。
・多面的交付金は，１反歩2,400円出る。中山間
地域直接支払の集落協定★5もあるので，それらの
資金を活用して整備することはできないか。集会
所を使って宿泊や研修会もやれるので，大学の先
生・学生に来てもらって知的刺激を与えてほしい。
３・４泊してざっくばらんな話しをすれば，本当
の姿がみえてくる。
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表６　農業の様相
写真１　ミーティングに集まった集落の人々
右端から手前にゼミメンバーが着席
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・羽山祭も続けたいが，なかなか難しい面もある。
その中で残すならば太鼓だろうと考えて，DVD
を作った。これから先これほどの太鼓たたくやつ
は出てこない。山舟生の伝統芸能も盛り込んだ。
縄文土器も入れた。そういうことを誰が科学的に
積み上げて山舟生をデザインするか。
・単なる思い付きのアイディアではダメで，歴史
や風土が背景にないとTVも取材に来ない。
・「ものづくり」には投資したほうがよいと考え
て，紙漉き復活に参加した。儲からないが投資分
は回収したい。伊達市が卒業証書に使ってくれる
のはありがたい。ファッション関係の人がきたこ
ともある。白石和紙も担い手がなくなって公募し
たら２・３人から応募があり，月給15万円でやっ
ている。
　４）むらづくりのアイディア：和田山と花
　ここで，司会の副会長さんより「みなさん何を
残したいかひとこと」の問いかけがあり，年配の
１人から次の発言があった。
・和田山にお客さんを登らせる工夫をして，直売
所を開いてとれた分を買ってもらう。そうすれば
日面もちょっと活気が出てくるんでないか。春先
に福寿草，４月はさくら，５月は山ツツジ。自然
にあるものを利用すれば３ケ月は登ってもらえる
はず。
・３年前に会津に行って「福寿草祭り」をみてき
た。自然に増えたそうだが，山舟生では雪がない
から部落みんなで草刈りしないと出てこないと思
う。和田山の溜め池は終戦直前に作った。眺望は
山舟生で最高で，信達盆地の半分くらい，信夫山
までみえる。そこを利用して今言ったようなこと
をできれば。
・他にも水仙とヒガンバナ。球根に毒があってイ
ノシシは食べないので良い。ユリは球根がイノシ
シの好物で食べられてしまうからダメ。
　以上，朴訥とした村人の表情からは知り得ない
が，日頃から地域づくりの可能性を考え，熱く語
る村人に感銘を受けた。リーダーが指摘するよう
に，村人の中にあるアイディアをどう実現させる
か，行動力・実践力，そして大学を含む外部から
の支援の問題といえるのだろう。
　３．小括　
　以上を小括すると，現在の世帯主である60・70
歳世代が若者だった高度経済成長終焉期の1980年
頃以降，地区内就業機会の減少と後継者の他出に
よる少子高齢化が進む中で，町内会の活動は今や
最低限の行事（新年会，総会，春秋の懇親行事）
にまで縮減して，自治活動の多くは自治振興会に
移行したようにみえる。かつては毎月のように開
かれて楽しみでもあった各種の「講」も，交通の
個人化でその役割は縮小し，開催頻度も大きく
減った。
　しかしそんな中でも，今もどの区（集落）にも
神社やお堂があり，「講」も頻度を減らしながら
も持続しているものもあり，懇親のよりどころで
あり続けている。ある町内会では，高齢になって
運転がおっくうになり，集落の集まりが大事に
なってきたとの言葉が聞かれた。市が推奨する「サ
ロン」はその近隣交流施策であるが，伝統の信仰
行事も近隣の懇親を維持させる役割を果たしてい
るのではないかと感じた。
Ⅱ．羽山神社と山車祭り
　１．『梁川町史』による要点整理
　山舟生の代表的伝統行事である羽山神社の「山
車祭り」がどのようなものかについては，『梁川
町史』（10・11巻）に多くの記述があり，初めに
それらを整理しておきたい。まず10巻の「山舟村」
の章と11巻の「神と仏の信仰」の章に短い紹介が
ある（表７）。これによれば，秋の例大祭に際し
て７台の山車が練り歩くこと，製作の担い手は７
方部の「青年会」（宮本組，夏窪会，三和会，加
老組，除石青年会，日組青年会，西部青年同志会）
であることが記されている。この青年会の位置を
自治振興会で確認したのが図３である。
　また「氏子330戸」という数値が記され，1990
年頃の世帯数は約300であることから，地区の大
半の家が羽山神社の氏子とみられる。
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　さらに，11巻９章「芸能と遊び」の「祭り囃子」
以下の項には羽山神社の祭礼についての詳細な記
述があり（表８），図と写真も付されている。こ
れらが何年頃のことを記したものであるかについ
ては，該当箇所の文中に「平成元年は」の記載が
あり，11巻の出版年（平成３年11月）ともあわせ
ると，1990年頃までの状況が記されているとみら
れる。記述の要点として，次の6点を把握してお
きたい：
①山車祭りは２日にわたって神輿につき従い，村
内の「お旅所」を巡ること，
②山車（「屋台」とも記述）には，多彩な造り物
を乗せた「山山車」と，造花のみを飾ってお囃子
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表７　羽山神社山車祭りの記述（1）
写真２　『梁川町史』11巻５章の添付写真
図３　７つの青年会
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表８　羽山神社山車祭りの記述（2）11巻
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の演奏を主とする「花山車」の２種があること，
③山山車の飾り付けには前風流，裏風流の２場面
をしつらえること，
④山車の前面で太鼓と笛のお囃子が奏されること
⑤山車の製作は，町内会の協力のもとに青年会と
一体の「若連」が行うこと，
⑥神輿と山車は明治中頃，丸森の神明社から伝
わったと伝えられること。
　また９章の「神楽」の項には，山車祭りで演じ
られる神楽についての記述（表９）があり，羽山
祭礼における神楽の写真が口絵に掲載されている。
　1990年頃と比べて少子高齢化が進んだ現在，こ
うした伝統はどれほど保持され，どんな点が変化
しているのだろうか。こんな問題意識を抱きなが
ら，2015年と16年の例大祭を観察することとした。
　３．山車祭りの実地観察
　１）2015年の山車祭り（写真４）
　2015年の例大祭は11月７・８日の両日にわたっ
て開催された。ゼミの有志は第１日目の宵祭りの
観察のため，16時半に山舟生小学校に到着。校庭
には既に７台の山車が勢ぞろいし，校舎の下に遷
座した神輿を正面にして左右に３台・４台に分か
れて配列していた。夕闇が募るほどに提灯の明か
りが鮮やかになり，闇にライトアップされた山車
が浮かび上がり，人々も集まりだし，祭りの夜の
雰囲気が高まった。山車の正面には製作した青年
会の看板が掲げられて，それは確かに四半世紀前
の町史にも記された名称であることを確認した。
　町史の記述通り，「山山車」には「前風流」と「裏
風流」の２場面の飾り付けが施され，前には馬上
の武士などの時代もの，裏にはアニメのキャラク
ターなどが配される様子がみられた。また「花山
車」は宮本組と加老組の２台で，造花と提灯で飾
られ，老若男女の奏者が入れ代わりながら笛・太
鼓のお囃子が演奏されていた。
　校庭には出店が10件ほど並び，中に地元有志に
よる野菜や手芸品の出店のほか，あじさい祭りで
も出店していたシシ肉，クマ肉，アユの串焼きの
屋台もあり，招きに応じてジビエの味を体験した。
祭りには，他出した親族が子ども連れで帰省して
くるのではないかと想像したが，あいにくの小雨
模様もあってか，山車が7台並んで手狭になった
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表９　神楽の記述
写真３　『梁川町史』11巻の添付写真
図４　『梁川町史』11巻の添付図
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小学校校庭に整列した山車 校庭に渡御した神輿
夏窪会（前風流） 夏窪会（裏風流） 西部同志会（前風流） 西部同志会（裏風流）
宮本組（花屋台） 三和会（前風流） 三和会（裏風流）
東部若連（前風流） 東部若連（裏風流） 加老組（花屋台）
日組（前風流） 日組（裏風流） 山車の背後は各区の懇親会場
写真４　2015年11月７日の羽山大祭と山車の様子
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校庭でも，人であふれるような状況にはほど遠く，
子どもの姿も非常に少ない印象だった。他方で撮
影機材を肩に下げたカメラマンの姿が目立った。
山車の背後にはその地区の人々の懇親の席がしつ
らえられていた。
　２日目の午前には郷土芸能が奉納されるという
ことで，開演の10時に訪問。本来は校庭の神輿の
前で演じられるが，雨天のために体育館での開催
に。到着してみると30分早く始まっており，先陣
を切った羽山太鼓の演奏の終了後であった。続い
て除石観音の獅子舞（写真５），西部地区の傘踊
り，太夫と才蔵の二人萬歳を観賞。観客の入りは，
出演関係者以外は数えるほどの少なさのように見
受けられた。授業の都合で，午後の還御の視察は
割愛して帰路についた。
　２）2016年の山車祭り（写真６a～ i）
　2016年の山車祭りは11月5・6の両日開催された。
初日の朝に羽山神社で行なわれる神事への招待を
受けて，神輿の出御からお旅所（駐連所）への巡
行，山車の仕上げの飾り付けと村内の運行，そし
て山車が夕方に小学校校庭に集結するまでの流れ
を観察することができた。当日の天候は，前年と
打って変わったさわやかな秋晴れであった。
　朝８時半に山舟生に入ると，最初の西部集会
所で山車の最後の製作をしていた（a）。指定され
た9時前，羽山神社に到着すると，神職と氏子の
方々は社殿内に揃って神事が始まるところであっ
た（b）。神職は本務社の梁川八幡宮の宮司が兼務
している。宮司の祝詞，総代挨拶の後，９時15分，写真５　２日目午前に奉納された除石観音獅子舞
写真６　2016年11月５日の羽山大祭と山車の様子
 
ａ
 
ｄ
 
ｇ
 
ｂ
 
ｅ
 
ｈ
 
ｃ
 
ｆ
 
ｉ
43―　　―
ご神体が白い幕で覆われる中を神輿に移る「霊移
し」が執り行われた。そして神輿は本殿の急な石
段を氏子に担がれて軽トラックの荷台に乗せられ，
地区内の巡行に繰り出した。隊列の順番は，宮司，
天狗（c），太鼓，宮司，賽銭箱，総代長，最後に
参会した氏子の方々が乗用車に分乗して続いた。
　１日目の巡行の順番は，羽山神社の近くにある
大小集会所（２区）から始まり，加老（６区），日
面（９区），東部（７・８区），西部（10，11，12区）
の順で，夕方16時頃までに小学校校庭に集結する。
　最初のお旅所である大小集会所では，氏子の
方々が集まっており，そこに到着した神輿は縁側
越しに横付けされて（d），米，野菜，肴（ブリ）
が供えられる（e）。室内では宮司の祝詞の後，宮
司と地元の人による神楽（剣舞）が奉納された。
　その後，参会一同は宮
司さんとともにお神酒を
口にし，あわせて白張り
姿の女性たちが大鍋に準
備していた「刺し串」が
振る舞われる。刺し串はニンジン，ゴボウ，サト
イモ，コンニャク，サツマ揚げなどの薄味の煮物
で，なかなかボリュームがあって各集会所ごとに
食するのはなかなか大変である。お供えや刺し串
の食材は，五穀豊穣の願いを込めたものという。
集会所の脇では宮本組の花屋台の最後の仕上げ中
であった（f）。
　このようにして順次，神輿と宮司以下の隊列は
各集会所のお旅所をめぐっていく。神輿は集会所
の造りに応じて，窓や入口に横付けされたり，西
部集会所では屋外にシートを敷いて神事が行われ
た（g）。
　各地区の山車は，各集会所に付設された作業場
で最後の飾り付けを行って後，神輿が地区のお旅
所を出発したり通過した後に，村内の幹線道路を
町内の青年会メンバーが押したり引いたり，下り
坂ではブレーキをかけたりして巡り（h），夕方
までに小学校校庭に勢ぞろいする。幹線道路の県
道も片側１車線で，採石運搬の大型トラックとの
すれ違いは容易でない状況であった（i）。
　４．羽山神社と山車祭りの運営
　本節では自治振興会，氏子総代，各区長への聞
きとりにより，羽山神社の運営についてまとめる。
　１）行事と運営組織
　羽山神社には春秋の例大祭を主とする多くの行
事があり（表10），これを氏子総代７人，各町内
から推薦された世話人12人（2017年度から町内会
の統合で９人），そして宮司（梁川天神社の宮司
で羽山神社も兼務）を中心に取り仕切っている。
　総代は山車を出す町内から１人ずつ推薦されて
選ばれる。任期は４年であるが，やれる限り何期
やってよいことになっており，2016年現在，８・
９年目という総代もいる（表11）。
　総代は羽山神社に関わる行事のすべてに関わ
り，１年を通して様々な集まりごとがある。年末
の注連縄づくり，大晦の夜から元朝参り人々の接
待，春祭りの準備と遂行，秋の山車祭り開催の決
᭶㻚᪥ ෆ䚷䚷䚷䚷䚷ᐜ
 ⩚ᒣᒣ㛤䛝䠄㞵䛻䛴䛝♫ົᡤ䛷⚄஦䠅
⥲௦఍㸦᫓Ꮨ౛኱⚍࡟ࡘ࠸࡚㸧
 ᫓Ꮨ౛኱⚍‽ഛ
 ᫓Ꮨ౛኱⚍
 ⲡส䜚䠄⚄♫䠈ዟ䛾㝔࿘㎶䠅
 ⲡส䜚䠄ዟ䛾㝔㻘⩚ᒣⓏᒣ㐨䠅
 ⲡส䜚䠄⚄♫࿘㎶䠅
 ⥲௦఍㸦⛅Ꮨ౛኱⚍࡟ࡘ࠸࡚㸧
 ⛅Ꮨ౛኱⚍㛵ಀ⪅఍㆟䠄ୡヰேྛᅋయ㛵ಀ⪅䠅
 ⥲௦఍
 ⛅Ꮨ౛኱⚍‽ഛ䠄༊ẶᏊ䠈‽ഛΎᤲ䠅
 ⛅Ꮨ౛኱⚍
 䚷䚷䚷䚺
 䚷䚷䚷䚺䚷䚷䚷䠄∦䛵䛡㻘ᩚ⌮䠅
 ᮏ⚍䜚䠄ᪧ᭶᪥䠅䠄♫ົᡤᣏẊ䠅
 ኳ⚄♫ᚚṇ᭶ᚚ⚄➢ཷ⣡
 ⥲௦఍
 ♫ົᡤ䚸ᗋᙇ᭰䚷ᣏẊ⅔➃ᨵಟ
 ⥲௦఍䠄ὀ㐃⦖స䜚ཧ㐨Ύᤲ㟁ⅉタ⨨䠅
 ཧᣏ⪅᥋ᚅ䠄᫬䡚䠅
 䚷䚷䚷䚺䚷䠄䡚᫬䠅
 ᖺ┤གྷ㝖♳㢪⚍䠄᫬ศཷ௜䠈᫬ᘧ඾䠅
 ኳ⚄♫◊ಟ఍఍㆟
 ఏ⤫ⱁ⬟⥅ᢎ஦ᴗㄝ᫂఍㸦㒆ᒣᕷ㸧
 ⥲௦఍㸦᫓Ꮨ౛኱⚍࡟ࡘ࠸࡚㸧
 ᮾி㇏ᓥ஺཭఍㆟୰ᅋཧᣏ㸦ᩘྡ㸧
表10　羽山神社の行事（2015 ～ 16年）
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定★6と秋祭りの運営など，山舟生全体にかかわる
重要行事のほか，神社境内や参道，お宮の草刈り
などの環境整備もある。このため，勤めを引退し
た年配の男性が選ばれることが多い。仕事も多岐
にわたり，長く伝わる作法もあって会得するのに
年数がかかるので，１期で交代しないで継続する
のが望ましいという。
　総代を補助するため，各区・町内から「世話人」
が１名ずつ選出される。「世話人」は総代と協力・
分担して祭りの準備を行う。秋祭りの際，校庭に
資材を運んでテントを張ったり，神社の運営費を
町内の家から集めたりもする。世話人を長年経験
した後に総代に選ばれる人もいる。
　さらに，総代や世話人の奥さんたちは食事を用
意する役割を担う。神事の際の宮司さんや参会者
への食事，祭り当夜の食事，祭り後の「直
なお
会
らい
」の
食事などがあり，女性たちの役割は重要である。
　そのほか，東京在住の地元出身者が団体で羽山
参りに来ることがあり，そうした際に接待するこ
ともある。
　２）羽山連絡協議会
　総代会で山車祭りの開催が決定されると，総代
長，各山車の代表，自治振興会役員など17・８名
による「羽山連絡協議会」が山車の運行スケジュー
ルや花代の扱いなどの実施内容の大枠を決める。
次いで，地域の諸団体による「関係者会議」を招
集してその内容が伝えられ，地域全体として承認
される。「関係者会議」の参加メンバーは，連絡
協議会，交通安全協議会，消防団，防犯協会，町
内会長，交流館長，顧問（前総代長，市議会議員）
等である。それをうけて羽山連絡協議会のメン
バーが，山車の運行ルートにあたる道路の使用許
可を警察から取得したり，各家から寄付金「花受
け」の集金の段どりなどの実務が話し合われる。
　３）山車の制作
　山車祭りの開催決定をうけて，山車を出す７方
部の町内（表１）では，９月下旬から10月上旬の
頃から，山車の制作に着手する。準備は祭りの前
日か当日の午前までかかる。制作の本来の担い手
は，青年会や「若連」と称する氏子の青年組織で
あったが，若者が減った今は，若者年齢を超過し
た世帯主層が，少数になった若者世代をサポート
しながら引き続き担っている。
　３区「夏窪会」の例では，９月の地区大運動会
の頃にみなで集まり，竹飾り・花飾りの制作から
準備を始める。その後，祭りの３週間前に山車の
テーマや登場キャラクターを考えて，20日間で山
車を完成させていく。どの町内でも集会所に付帯
して格納庫をもっていて，そこに山車の骨格が保
管されており，制作の場所となる。山車制作の１
ケ月間は，ほぼ毎晩メンバーと顔を合わせること
になり，町内の人々の紐帯強化の機会になってい
る。
　４）制作費用
　山車の制作に要する費用は，氏子の家から集め
られる寄付金と，一般からの寄付金（御祝儀，花
代）で賄われる。このうち前者の金額は町内に
よって異なり（表12），花山車の１・２区と６区
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表11　平成28年度の総代と世話人
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表12　山車の制作費用
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の２町内では町内会費から材料を購入する程度の
ため，別途の集金はしない。
　花山車の町内と山山車の町内がどのように決
まっているのか総代に尋ねたところ，歴史的経緯
は不明で，「昔からそうなっている」とのことで
あった。とすると，花山車の町内と山山車の町内
とで制作費用が常に異なることになり，地区に
よって不平等感は生じないかという点について自
治振興会事務局に聞いたところ，そうした感じも
確かに潜在しているようだが，その解消の意味も
込めて，他町内の山車への「花代」として１台あ
たり500円程度を各戸から任意に集めて，各山車
に配分するようにしているとのことであった。
　山車制作以外の費用としては飲食代が多いほ
か，宮司さんや消防団等への謝礼があり，全体と
して赤字にならないようにやりくりしている。
　５）山車祭りの流れ
　山車祭り当日の流れについては，前節で実地観
察の様子を紹介したが，ここでは総代へのヒアリ
ングによって，観察では分からない点も含めて整
理したい。祭りの初日は，①朝９時前から羽山神
社に神職，総代，自治振興会の役員ほか地域の主
だった方々が集まって神事が執り行われ，引き続
いて御神体が神輿に移される。②９時半頃，神輿
は羽山神社を出発し，近くの１・２区（通称「宮
本」地区，行政区名は「大小」地区）の集会所に
移される。ここが最初の「お旅所」（地元では「駐
連所」と称す）となる。③地区の人々は事前に集
会所を整えたり，お供え物と「刺し串」（おでん）
が用意する。④集会所内で神主さんによる神事が
行われて神楽の剣舞が舞われる。⑤神事が終わる
と神輿が次のお旅所に向けて移動し，その後につ
いて山車が出発する。⑥このようにして神輿は各
地区を順に渡御する。各町内の山車は，神輿が次
のお旅所に移るのに付き従って移動を始める。⑦
神輿は夕方までに小学校校庭に設置された幕舎に
入る。⑧地区内を巡行していた7つの山車も校舎
に集ってきて整列する。整列の仕方は事前の抽選
で決まっている。⑨その後，各山車では，無形文
化財の祭り囃子が夜通し演奏される。
　祭り２日目は，10時から羽山太鼓や除石獅子
舞，漫才などの伝統芸能が奉納された後，神輿は
２日目の渡御に出て三和会（地区交流館）－夏窪
会（３区集会所）を経て羽山神社に還御する。こ
れには７つの山車のうち，三和，夏窪，宮本の３
台が付き従って交流館の手前に待機して，三和の
神事が終わるのを待つ。その後，夏窪，宮本の２
台が夏窪のお旅所までお供する。その後は，宮本
の花山車だけが羽山神社への参道入口まで付き従
い，神輿は羽山神社に還御して２日にわたる日程
を終える。
　６）祭り囃子：太鼓と笛
　山車祭りではお囃子が演奏され，「羽山神社の
祭り囃子」として市の無形文化財に指定されてい
る。お囃子は祭りを盛り上げるために必須で，祭
りの２ヶ月くらい前からベテラン技能者が先生役
になって，地区民に太鼓や笛の講習を行う。しか
し山車制作の人出不足もあって練習時間が十分に
とれず，技能伝習の成果はなかなか上がらない。
特に，小太鼓と大太鼓の「羽山太鼓」を正確に叩
ける人は５人ほどしかいないという。
　お囃子の技能継承のため，ベテラン技能者が山
舟生小学校の「太鼓クラブ」の児童を相手に週1
回教えてきたが，児童の減少でクラブは2012年に
なくなった。クラブを卒業した子どもも多く他出
してしまい，地元に残る人は少ない。さらに山舟
生小学校は2016年度をもって閉校になり，伝統の
お囃子の技能継承は困難に直面している。「伊達
市合併10周年記念フェス」などのイベント参加の
際には，子どもたちを急きょ集めて５・６回練習
して技能を維持している状態であるという。また
かつては県内の祭り仲間による「太鼓間の交流」
があったが，今はほとんどがなくなってしまった。
祭り囃子の技能継承は，山車の制作以上に将来を
見通せない状況にある。
　６．羽山祭り運営の変化
　一連のヒアリングの中で，羽山祭りの運営は，
山舟生をとりまく社会情勢の変化にあわせて，変
わってきた点が多々あることがわかった。変わっ
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た時点（年）については，もはや人々の記憶にな
い場合が多いが，変更点は次の通りである。
・開催日 … 秋祭りの祭日は，『梁川町史』に「旧
暦10月８日」と記されているが（表７），総代へ
のヒアリングによれば，７日が「宵祭り」，８日
が「本祭り」の２日間が本来の姿であるという。
しかし担い手となる農家世帯員の会社勤めが増え
て平日の参加が困難になったことから，1980年頃，
宮司さんと相談して，「11月の第一土日」に変更
された。本来の秋祭りの日にも，神社で神事だけ
が行われている。
・神輿渡御 … 従前はみんなで神輿を担いだが，
担ぎ手の減少と高齢化で，軽トラックに乗せて移
動させるようになった。変化した時期は20年以上
前とのことであった。
・お旅所（駐連所） … 神社を出た神輿は各区
（集落）のお旅所を巡って神事を執り行うが，従
前は各区の名家がお旅所となった。しかし，家族
員が減って高齢化も進んで対応困難になったこと
から，集会所をお旅所とするようになった。
・渡御コース … 『梁川町史』に紹介されたコー
ス（図４）のうち，現在は②赤柴と⑥浜井場で
は神輿は集落内を巡行するだけになり神事は隣区
の集会所であわせて行うようになっている。
・山車の運行 … 以前は各山車は羽山神社のある
宮本に７台すべてが整列して神輿につき従った。
また２日目はすべての町内に山車をみせて回るの
が本来の姿だった。しかし引き手の若者や子供が
減少した今は，宮本への集結はできなくなり，さ
らに７台の行列は交通障害になるという理由で警
察から許可が下りなくなった。運行の範囲も，引
き手の高齢化で上り坂がきつい地区は省略されて
短縮されるようになった。
・山車制作の担い手 … 従前は７方部の氏子青年
組織が山車の制作を担当した。会費を払って入会
を認められたものであったため，特権的な意識も
あったという。概ね35歳までの年齢条件があった
が，青年人口の減少とともに年齢制限は不明確に
なり，特権意識も消えて，今では「かつての青年」
も引退せずに参加し，町内会の行事として近隣全
体で支えるようになっている。
・花代 … 地区外の山車への寄付金「花代」は，
かつては山車が各町内に巡行した際に渡したり，
家を１件１件訪ね歩いてもらった時代もあった
が，今は羽山連絡協議会のメンバーが前述の金額
（１台あたり500円程度）を集金している。また
以前は，宵祭りの会場に集結した山車に花代を渡
していた。しかし，花代を持たないと行きづらい
との意見が地元内外から寄せられたため，事前に
集める方式に変更して，祭り会場でのお金のやり
とりを減らして気軽に来訪できるようにした。た
だ，地区出身者が里帰りして持参したり，一般の
有志が持参することもあり，そうした花代は受け
入れている。かつては他出した里帰りの人からの
寄付金も多く，祭りの資金は余るくらい集まった。
・山車祭りの長期中断と再開 … 山車祭りの歴史
の中で最も大きな変化といえるのは，長期間中断
され，また復活したということである。中止され
たのは東京オリンピックの頃で，お金を稼ぐこと
が優先され，伝統行事は疎かにされて，各地で祭
りが中止された。山舟生でも1965年頃に山車より
も稼ぎに関心が移って祭りは中止された。その後，
伝統文化の継承が叫ばれるようになり，1980年，
当時の青年，今の総代の世代（60・70代）が再開
させた。先陣を切ったのは除石青年会で，２トン
トラックの荷台に人形を作って再開した。山車の
屋台は小屋に残されていたが，10年以上使用しな
かったため，木が腐るなどして修理が必要だった。
ちょうどその年の冬は「クリスマス豪雪」で，翌
年倒木が安価に売り出され，クリの木の寄付が寄
せされたりして，翌1981年は山車を新たに制作し
て祭りを行った。そうした流れをみて西部同志会，
夏窪会が続き，最後に日組が復活した。
　以上のように，「伝統」の山車祭りも，地域を
めぐる社会経済状況や若者転出と少子高齢化とい
う変化にあわせて，村に残った人々が臨機応変の
合意形成によって変化させながら持続してきた。
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Ⅳ．まとめと考察　
　１）「地域力」の源泉
　本報告では，山舟生の「地域の力」の源泉と考
えられる近隣組織と諸行事の状況，および地域を
代表する伝統行事の羽山神社「山車祭り」の運営
の仕組みについて概観した。
　近隣地域の自治と行事の状況については，Ⅱ章
の「小括」で述べた通り，後継者世代の流出の中で，
町内会の活動は最低限の行事（新年会，総会，春
秋の懇親行事）に縮減して，自治振興会の活動へ
の協力が主になりつつある。しかしどの集落（区）
にも神社やお堂があり，高齢女性を主とする「講」
も頻度を減らしながら持続し，月例の高齢者サロ
ンや山舟生全体の行事の準備や「反省会」もあっ
て，集会所の使用頻度は高い。面倒な町内会費の
徴収も，高齢者の安否確認の機会とも認識される
ようになっている。
　他方，最大の伝統行事「山車祭り」は，氏子総
代と山車制作の担い手の男性を中心とする交流機
会として重要な役割を果たしている。山車制作の
約１ケ月の間は，毎晩のように集まって制作に携
わり，その日の作業が一段落した後は飲み会に移
る。町内会でのヒアリングでは，作り手・引き手
の高齢化で，消極的に「しょうがなく」，「惰性」
で継続しているとの思いもあるものの，羽山神社
と山車祭りの存在は，間違いなく地域の人々の「ま
とまり力」を強める役割を果たしている。
　筆者の居住する仙台郊外の団地ではこうした多
頻度・高密度の交流機会はないし，班が違えば誰
が住んでいるかも分からない。町内会長の成り手
もなかなかいない。確かに山舟生の諸行事も，子
供や若者が多かった時代に比べて寂しくなった。
他方で，前稿（1）で紹介した地域資源や自治振
興会の役割とも合わせて考えると，地域の「つな
がり」は高齢者の割合が高まった分，濃密さを増
しているといえるのではないか。
　そして忘れてならないのは，集まりや行事のた
びに食事を作って参集者に提供する奥さんたちも
また重要な役割を果たしているということであ
る。その詳細は次稿（3）で報告予定だが。この「共
同飲食」なしに人々の懇親は成り立たない。
　以上のような交流基盤は，以前はどの村でも
あったものであろう。その中で山舟生の自治力の
源泉にあるのは，やはり羽山神社の山車祭りと，
各集落にあるお堂や社の存在であり，それに由来
する共同行事なのではないか。その経験の上に「村
づくり推進協議会」が生まれ，さらに「自治振興
会」がその発展型として自立的に成立したのだと
とらえたい。
　２）持続性の課題
　今後の持続性には大きな不安を抱える。140年
続いた山舟生小学校は2017年３月，梁川中心部の
小学校に統合されて閉校となり，祭囃子の技能伝
習の機会確保も簡単でなくなった。他出せずに留
まった通勤勤務の後継者層が退職年齢になった
時，家を継承するかどうかが，将来の伝統行事の
維持と高齢化・限界化の状況を左右することにな
る。
　山舟生は食品小売店が1件もなく，バス路線も
ない不便な村だが，僻遠の地でも豪雪地でもなく，
都市へのマイカー通勤可能な「近郊山村」である。
マイカーアクセス容易な通勤内に多く居住する他
出縁者に地域の情報を継続発信して故郷への潤心
を持続してもらい，引退時に実家に戻ってもらう
ための工夫が求められよう。（未完）
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＜注＞
★１：『梁川町史』10巻，山舟生の章（p.928）による。
★２：2015年４月の自治振興会発足後，各世帯は町
内会費とは別に，各種団体への負担金を含む１万
円を「自治振興会費」として負担している。
★３：国勢調査の小地域は「越戸」による。小地域
の境界と９区の境界を重ねると，９区には「越戸」
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と「和田山」の東半部が含まれるが，地形図と重
ねると，９区の集落は大半が「越戸」に含まれる。
★４：日本型直接支払制度の１つの多面的機能支払
交付金。山舟生は伊達市の促進計画区域に指定さ
れ，里山保全協議会が結成されている。
★５：これも日本型直接支払の１つ。中山間地域で
農地を維持・管理していくため集落協定を締結し
て農業生産活動を行う場合，面積に応じて一定額
を交付する仕組み。山舟生では２，３，４，６，８，９，
12区の田や畑で実施されている。
★６：山車祭りの中止は，1980年以降では，昭和天
皇崩御の年と大雨水害があった年の２度あった。
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